
物  質  名 3,4-ジメチルアニリン ＤＢ－28 

別  名 
3,4-キシリジン 
1-アミノ-3,4-ジメチルベンゼン 
3,4-ジメチルベンゼンアミン  

CAS 番号 95-64-7 
PRTR 番号 第 1 種 164 
化審法番号 3-129 

構 造 式 
 

 

分子式 C8H11N 分子量 121.18 
沸点 228 ℃ 1) 融点 51℃ 1) 
蒸気圧 6.27 Pa(4.7×10-2 mmHg)(25℃推定値)2) 換算係数 1 ppm = 4.96 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.84  3) 水溶性 3.8 g/L (22℃) 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 707 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 812 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、50、250 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、50 mg/kg/day 以上の群

の雄ほとんどに尿細管の硝子滴変性がみられ、雌ではコレステロールの有意な増加と肝臓の

肥大がみられた。この他の影響は 250 mg/kg/day 群に限られ、流涎、体重増加の抑制、肝臓及

び脾臓重量の増加、睾丸相対重量の増加、雌で副腎相対重量の減少、ヘマトクリット値、ヘ

モグロビン、赤血球の減少、血小板、網状赤血球、GPT、総ビリルビンの増加に有意差を認

め、脾臓で肥大や充血及び造血亢進、肝臓で肥大や肝細胞腫脹、単細胞壊死、髄外造血、ク

ッパー細胞の色素沈着、骨髄で造血亢進などがみられた。この結果から、NOEL は 10 mg/kg/day
であった 6) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、10、50、250 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、250 mg/kg/day 群で睾

丸相対重量の増加を認めた。しかし、対脳重量比でみた場合には対照群と差がなかったこと

から、体重増加の抑制による結果と考えられた。また、卵巣重量に影響はなかった 6) 。 
・マウスに 100 mg/kg を腹腔内投与した結果、睾丸で DNA 合成を阻害した 7) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質及びその異性体の混合物は、眼、皮膚、気道を刺激し、高濃度の暴露ではメトヘモグ

ロビン血症を生じる場合がある。眼や皮膚に付くと発赤や痛み、吸入や経口摂取するとチア

ノーゼ、錯乱、痙攣、眩暈、頭痛、吐き気、意識喪失を生じ、長期又は反復暴露では、血液

が影響を受けて貧血を起こすことがあり、腎臓や肝臓への影響もみられることがある 8) 。 
・40 ppm（200 mg/m3）のジメチルアニリンに 60 分間暴露されると重度の中毒を生じ、10 ppm

（50 mg/m3）でも暴露が長引くと健康影響を惹起すると報告されている 9) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 
 



許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 10)   0.5 ppm（2.5 mg/m3） 
（異性体混合物として） 

 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験結果から NOEL 10 mg/kg/day（肝臓の肥大、

尿細管の硝子滴変性）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 1 mg/kg/day を暫定無毒

性量等に設定する。 
 吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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